
平
成
十
二
年
通
商
産
業
省
令
第
四
百
十
一
号

弁
理
士
法
施
行
規
則

弁
理
士
法
（
平
成
十
二
年
法
律
第
四
十
九
号
）
第
十
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
二
項
第
二
号
、
第
十
一
条
第
三

号
、
第
十
六
条
、
第
十
七
条
第
一
項
、
第
十
八
条
第
二
項
、
第
二
十
八
条
、
第
七
十
四
条
並
び
に
附
則
第
六
条
並
び

に
弁
理
士
法
施
行
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
三
百
八
十
四
号
）
第
五
条
第
九
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
の
規
定
に
基
づ

き
、
並
び
に
同
法
を
実
施
す
る
た
め
、
弁
理
士
法
施
行
規
則
を
次
の
よ
う
に
制
定
す
る
。

目
次第

一
章
　
仲
裁
機
関
の
指
定
（
第
一
条
）

第
二
章
　
弁
理
士
試
験
等

第
一
節
　
弁
理
士
試
験
（
第
二
条―

第
十
二
条
）

第
二
節
　
特
定
侵
害
訴
訟
代
理
業
務
試
験
（
第
十
三
条―

第
二
十
一
条
）

第
二
章
の
二
　
実
務
修
習
（
第
二
十
一
条
の
二―

第
二
十
一
条
の
二
十
四
）

第
三
章
　
登
録
（
第
二
十
二
条―
第
二
十
四
条
）

第
四
章
　
継
続
研
修
（
第
二
十
五
条―
第
二
十
八
条
）

第
五
章
　
弁
理
士
法
人
（
第
二
十
九
条―
第
三
十
三
条
）

第
六
章
　
情
報
の
公
表
（
第
三
十
四
条
・
第
三
十
五
条
）

第
七
章
　
業
務
の
制
限
の
解
除
（
第
三
十
六
条―
第
三
十
八
条
）

附
則

第
一
章
　
仲
裁
機
関
の
指
定

（
仲
裁
機
関
の
指
定
）

第
一
条
　
経
済
産
業
大
臣
は
、
法
務
大
臣
の
意
見
を
聴
い
て
、
弁
理
士
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
四
条
第
二

項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
経
済
産
業
大
臣
は
、
法
第
四
条
第
二
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
官
報
に
公
示

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
章
　
弁
理
士
試
験
等

第
一
節
　
弁
理
士
試
験

（
筆
記
試
験
の
科
目
）

第
二
条
　
法
第
十
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
科
目
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す

る
。

一
　
著
作
権
法

二
　
不
正
競
争
防
止
法

第
三
条
　
法
第
十
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
科
目
は
、
次
の
表
の
上
欄
の
各
号
に
掲

げ
る
科
目
と
し
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
科
目
に
つ
い
て
行
う
試
験
の
出
題
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄

に
掲
げ
る
選
択
問
題
の
う
ち
受
験
者
が
選
択
す
る
い
ず
れ
か
一
の
も
の
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

科
目

選
択
問
題

一
　
理
工
Ⅰ
（
機
械
・
応
用
力
学
）

材
料
力
学

流
体
力
学

熱
力
学

土
質
工
学

二
　
理
工
Ⅱ
（
数
学
・
物
理
）

基
礎
物
理
学

電
磁
気
学

回
路
理
論

三
　
理
工
Ⅲ
（
化
学
）

物
理
化
学

有
機
化
学

無
機
化
学

四
　
理
工
Ⅳ
（
生
物
）

生
物
学
一
般

生
物
化
学

五
　
理
工
Ⅴ
（
情
報
）

情
報
理
論

計
算
機
工
学

六
　
法
律
（
弁
理
士
の
業
務
に
関
す
る
法
律
）

民
法

（
試
験
科
目
の
内
容
等
）

第
四
条
　
弁
理
士
試
験
の
科
目
の
う
ち
、
法
第
十
条
第
一
項
第
一
号
、
同
条
第
二
項
第
一
号
及
び
同
条
第
三
項
の
科

目
に
つ
い
て
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
法
令
に
分
け
て
行
う
。

一
　
特
許
及
び
実
用
新
案
に
関
す
る
法
令

二
　
意
匠
に
関
す
る
法
令

三
　
商
標
に
関
す
る
法
令

２
　
法
第
十
条
第
一
項
第
一
号
、
同
条
第
二
項
第
一
号
及
び
同
条
第
三
項
の
科
目
の
出
題
範
囲
に
は
、
特
許
、
実
用

新
案
、
意
匠
及
び
商
標
（
以
下
「
工
業
所
有
権
」
と
い
う
。
）
に
関
す
る
条
約
に
関
す
る
規
定
が
含
ま
れ
る
も
の

と
す
る
。

（
試
験
の
免
除
）

第
五
条
　
法
第
十
一
条
第
四
号
に
規
定
す
る
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
工
業
所
有
権
に
関
す
る
科
目
の
単
位
は
、
次

の
表
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

科
目

単
位
数

一
　
特
許
及
び
実
用
新
案
に
関
す
る
法
令
に
関
す
る
科
目

八

二
　
意
匠
に
関
す
る
法
令
に
関
す
る
科
目

四

三
　
商
標
に
関
す
る
法
令
に
関
す
る
科
目

四

四
　
工
業
所
有
権
に
関
す
る
条
約
に
関
す
る
科
目

四

五
　
特
許
及
び
実
用
新
案
に
関
す
る
法
令
、
意
匠
に
関
す
る
法
令
、
商
標
に
関
す
る
法
令
並
び
に
工
業
所
有

権
に
関
す
る
条
約
の
う
ち
一
又
は
複
数
に
関
す
る
科
目

八

２
　
前
項
の
単
位
の
計
算
方
法
は
、
大
学
設
置
基
準
（
昭
和
三
十
一
年
文
部
省
令
第
二
十
八
号
）
第
二
十
一
条
第
二

項
の
規
定
の
例
に
よ
る
。

３
　
第
一
項
の
表
の
上
欄
の
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
科
目
の
授
業
は
、
講
義
に
よ
り
行
わ
れ
る
も
の
と

す
る
。

４
　
第
一
項
の
表
の
上
欄
の
第
五
号
に
掲
げ
る
科
目
の
授
業
は
、
講
義
、
演
習
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
も
の
の
い

ず
れ
か
に
よ
り
又
は
こ
れ
ら
の
併
用
に
よ
り
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
大
学
設
置
基
準
第
二
十
一
条
第
三
項
に

規
定
す
る
卒
業
論
文
、
卒
業
研
究
、
卒
業
制
作
等
の
授
業
科
目
に
該
当
し
な
い
も
の
と
す
る
。

第
六
条
　
法
第
十
一
条
第
六
号
に
規
定
す
る
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
と
お
り
と
し
、

そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
科
目
に
つ
い
て
行
う
試
験
を
免
除
す
る
。

一
　
第
三
条
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
科
目
に
関
す
る
研
究
（
第
三
条
の
表
の
上
欄
の
第
六
号
に
掲
げ

る
科
目
に
関
す
る
研
究
に
お
い
て
は
、
法
第
十
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
工
業
所
有
権
に
関
す
る
法
令
に

関
す
る
研
究
を
除
く
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
よ
り
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）

第
百
四
条
に
規
定
す
る
修
士
又
は
博
士
の
学
位
を
有
す
る
者
の
う
ち
、
当
該
学
位
の
授
与
に
係
る
論
文
の
審
査

に
合
格
し
た
者
　
当
該
科
目

二
　
第
三
条
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
科
目
に
関
す
る
研
究
に
よ
り
学
校
教
育
法
第
百
四
条
第
三
項
に

規
定
す
る
文
部
科
学
大
臣
の
定
め
る
学
位
を
有
す
る
者
の
う
ち
、
専
門
職
大
学
院
が
修
了
要
件
と
し
て
定
め
る

一
定
の
単
位
を
修
得
し
、
か
つ
、
当
該
専
門
職
大
学
院
が
修
了
要
件
と
し
て
定
め
る
論
文
の
審
査
に
合
格
し
た

者
　
当
該
科
目

三
　
技
術
士
で
あ
っ
て
、
第
三
条
の
表
の
上
欄
の
第
一
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
科
目
に
つ
い

て
弁
理
士
試
験
の
筆
記
試
験
に
合
格
し
た
者
と
同
等
以
上
の
学
識
を
有
す
る
と
経
済
産
業
大
臣
が
認
め
る
者
　

当
該
科
目

四
　
一
級
建
築
士
　
第
三
条
の
表
の
上
欄
の
第
一
号
に
掲
げ
る
科
目

1



五
　
電
気
事
業
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
七
十
号
）
第
四
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
第
一
種
電
気
主
任
技

術
者
免
状
又
は
第
二
種
電
気
主
任
技
術
者
免
状
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
　
第
三
条
の
表
の
上
欄
の
第
二
号
に

掲
げ
る
科
目

六
　
薬
剤
師
　
第
三
条
の
表
の
上
欄
の
第
三
号
に
掲
げ
る
科
目

七
　
電
気
通
信
事
業
法
（
昭
和
五
十
九
年
法
律
第
八
十
六
号
）
第
四
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
電
気
通
信
主

任
技
術
者
資
格
者
証
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
　
第
三
条
の
表
の
上
欄
の
第
五
号
に
掲
げ
る
科
目

八
　
情
報
処
理
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
二
十
八
年
経
済
産
業
省
令
第
百
二
号
）
第
八
条
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
情
報
処
理
安
全
確
保
支
援
士
試
験
の
合
格
証
書
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
　
第
三
条
の
表
の
上

欄
の
第
五
号
に
掲
げ
る
科
目

九
　
情
報
処
理
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
三
十
九
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
同
規
則
第
八
条

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
情
報
処
理
技
術
者
試
験
の
合
格
証
書
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
で
あ
っ
て
、
第
三
条
の

表
の
上
欄
の
第
五
号
に
掲
げ
る
科
目
に
つ
い
て
弁
理
士
試
験
の
筆
記
試
験
に
合
格
し
た
者
と
同
等
以
上
の
学
識

を
有
す
る
と
経
済
産
業
大
臣
が
認
め
る
者
　
当
該
科
目

十
　
司
法
試
験
に
合
格
し
た
者
　
第
三
条
の
表
の
上
欄
の
第
六
号
に
掲
げ
る
科
目

十
一
　
司
法
書
士
　
第
三
条
の
表
の
上
欄
の
第
六
号
に
掲
げ
る
科
目

十
二
　
行
政
書
士
　
第
三
条
の
表
の
上
欄
の
第
六
号
に
掲
げ
る
科
目

（
試
験
の
日
時
等
の
公
告
）

第
七
条
　
試
験
の
日
時
及
び
場
所
並
び
に
受
験
願
書
の
受
付
期
間
は
、
工
業
所
有
権
審
議
会
が
決
定
し
、
あ
ら
か
じ

め
官
報
で
公
告
す
る
。

（
受
験
願
書
等
）

第
八
条
　
弁
理
士
試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
工
業
所
有
権
審
議
会
の
定
め
る
様
式
の
受
験
願
書
に
写
真
を
添

付
し
、
当
該
願
書
の
受
付
期
間
内
に
、
工
業
所
有
権
審
議
会
会
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
受
験
願
書
に
は
、
筆
記
試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
受
験
地
及
び
法
第
十
条
第
二
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
選
択

す
る
科
目
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
法
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
試
験
の
免
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
受
験
願
書
に
そ
の
旨
を
記
載
し
、
同
条

に
規
定
す
る
者
に
該
当
す
る
こ
と
を
証
す
る
書
面
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
受
験
手
数
料
）

第
九
条
　
法
第
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
受
験
手
数
料
は
、
受
験
願
書
に
、
特
許
印
紙
を
は
っ
て
、
こ
れ
を
納
付

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
受
験
願
書
等
の
返
還
）

第
十
条
　
受
験
願
書
並
び
に
こ
れ
に
添
付
し
た
写
真
及
び
書
面
は
返
還
し
な
い
。

（
合
格
者
の
公
告
）

第
十
一
条
　
工
業
所
有
権
審
議
会
会
長
は
、
弁
理
士
試
験
に
合
格
し
た
者
に
、
当
該
試
験
に
合
格
し
た
こ
と
を
証
す

る
証
書
を
授
与
す
る
ほ
か
、
そ
の
者
の
氏
名
を
官
報
で
公
告
す
る
。

（
雑
則
）

第
十
二
条
　
こ
の
省
令
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
弁
理
士
試
験
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
工
業
所
有
権
審
議
会
会
長

が
工
業
所
有
権
審
議
会
に
諮
っ
て
定
め
る
。

第
二
節
　
特
定
侵
害
訴
訟
代
理
業
務
試
験

（
法
第
十
五
条
の
二
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
研
修
）

第
十
三
条
　
法
第
十
五
条
の
二
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
研
修
は
、
日
本
弁
理
士
会
が
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ

い
て
講
義
及
び
演
習
に
よ
り
行
う
も
の
と
し
、
当
該
研
修
の
総
時
間
数
は
、
四
十
五
時
間
以
上
と
す
る
。

一
　
特
定
侵
害
訴
訟
に
関
す
る
法
令
及
び
実
務
に
関
す
る
こ
と
。

二
　
特
定
侵
害
訴
訟
の
手
続
に
関
す
る
こ
と
。

三
　
特
定
侵
害
訴
訟
に
お
け
る
書
面
の
作
成
に
関
す
る
こ
と
。

四
　
訴
訟
代
理
人
と
し
て
の
倫
理
に
関
す
る
こ
と
。

五
　
そ
の
他
特
定
侵
害
訴
訟
に
関
し
必
要
な
事
項

第
十
四
条
　
日
本
弁
理
士
会
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
り
同
会
が
行
う
研
修
の
実
施
計
画
を
作
成
し
、
経
済
産
業
大
臣

の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
日
本
弁
理
士
会
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
り
同
会
が
行
う
研
修
を
修
了
し
た
弁
理
士
に
対
し
、
修
了
証
明
書
を
交

付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
特
定
侵
害
訴
訟
代
理
業
務
試
験
）

第
十
五
条
　
法
第
十
六
条
の
特
定
侵
害
訴
訟
代
理
業
務
試
験
は
、
民
法
、
民
事
訴
訟
法
そ
の
他
の
特
定
侵
害
訴
訟
に

関
す
る
法
令
及
び
実
務
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
行
う
。

（
試
験
の
日
時
等
の
公
告
）

第
十
六
条
　
特
定
侵
害
訴
訟
代
理
業
務
試
験
の
日
時
及
び
場
所
並
び
に
受
験
願
書
の
受
付
期
間
は
、
工
業
所
有
権
審

議
会
が
決
定
し
、
あ
ら
か
じ
め
官
報
で
公
告
す
る
。

（
受
験
願
書
等
）

第
十
七
条
　
特
定
侵
害
訴
訟
代
理
業
務
試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
工
業
所
有
権
審
議
会
の
定
め
る
様
式
の
受

験
願
書
に
写
真
及
び
日
本
弁
理
士
会
が
交
付
す
る
第
十
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
研
修
の
修
了
証
明
書
を
添
付

し
、
当
該
願
書
の
受
付
期
間
内
に
、
工
業
所
有
権
審
議
会
会
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
受
験
願
書
に
は
、
特
定
侵
害
訴
訟
代
理
業
務
試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
受
験
地
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
受
験
手
数
料
）

第
十
八
条
　
法
第
十
五
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
受
験
手
数
料
は
、
受

験
願
書
に
、
特
許
印
紙
を
は
っ
て
、
こ
れ
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
受
験
願
書
等
の
返
還
）

第
十
九
条
　
受
験
願
書
並
び
に
こ
れ
に
添
付
し
た
写
真
及
び
書
面
は
返
還
し
な
い
。

（
合
格
者
の
公
告
）

第
二
十
条
　
工
業
所
有
権
審
議
会
会
長
は
、
特
定
侵
害
訴
訟
代
理
業
務
試
験
に
合
格
し
た
者
に
、
当
該
試
験
に
合
格

し
た
こ
と
を
証
す
る
証
書
を
授
与
す
る
ほ
か
、
そ
の
者
の
氏
名
を
官
報
で
公
告
す
る
。

（
雑
則
）

第
二
十
一
条
　
こ
の
省
令
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
特
定
侵
害
訴
訟
代
理
業
務
試
験
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
工
業

所
有
権
審
議
会
会
長
が
工
業
所
有
権
審
議
会
に
諮
っ
て
定
め
る
。

第
二
章
の
二
　
実
務
修
習

（
実
務
修
習
の
内
容
及
び
方
法
）

第
二
十
一
条
の
二
　
実
務
修
習
は
、
講
義
及
び
演
習
に
よ
り
行
う
も
の
と
し
、
一
の
実
施
期
間
内
に
、
次
の
表
の
上

欄
に
掲
げ
る
課
程
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
単
位
数
以
上
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

課
程

単
位
数

一
　
弁
理
士
法
及
び
弁
理
士
の
職
業
倫
理

十
六
単
位

二
　
特
許
及
び
実
用
新
案
に
関
す
る
理
論
及
び
実
務

五
十
七
単
位

三
　
意
匠
に
関
す
る
理
論
及
び
実
務

二
十
七
単
位

四
　
商
標
に
関
す
る
理
論
及
び
実
務

三
十
単
位

五
　
工
業
所
有
権
に
関
す
る
条
約
そ
の
他
の
弁
理
士
の
業
務
に
関
す
る
理
論
及
び
実
務

十
七
単
位

２
　
実
務
修
習
の
単
位
の
計
算
方
法
に
つ
い
て
は
、
三
十
分
を
一
単
位
と
す
る
こ
と
を
基
本
と
す
る
。

３
　
実
務
修
習
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
弁
理
士
と
な
る
の
に
必
要
な
技
能
及
び
高
等
の
専
門
的
応
用
能
力
の
修
得

が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
き
確
認
す
る
等
適
切
な
方
法
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
講
義
に
つ
い
て
は
、
多
様
な
メ
デ
ィ
ア
（
放
送
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
そ
の
他
の
高
度
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

及
び
電
磁
的
記
録
（
法
第
七
十
五
条
に
規
定
す
る
電
磁
的
記
録
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
係
る
記
録
媒
体
を
い

う
。
）
を
高
度
に
利
用
し
て
、
実
務
修
習
の
実
施
場
所
以
外
の
場
所
で
修
習
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
十
一
条
の
三
　
実
務
修
習
の
受
講
者
（
以
下
「
修
習
生
」
と
い
う
。
）
は
、
一
の
実
施
期
間
内
に
、
前
条
第
一

項
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
す
べ
て
の
課
程
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
単
位
の
修
得
（
以
下

「
課
程
の
修
得
」
と
い
う
。
）
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
経
済
産
業
大
臣
は
、
修
習
生
が
疾
病
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
課
程
の
一
部
を
修
得
で
き
な
か
っ
た
場
合
に
は
、

必
要
に
応
じ
、
当
該
修
習
生
に
対
し
、
実
務
修
習
の
実
施
期
間
内
に
補
習
そ
の
他
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
。
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（
実
務
修
習
の
一
部
免
除
）

第
二
十
一
条
の
四
　
実
務
修
習
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
の
う
ち
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
に
つ
い
て

は
、
当
該
者
の
従
事
し
た
事
務
等
の
内
容
に
応
じ
て
第
二
十
一
条
の
二
第
一
項
の
表
の
上
欄
の
第
二
号
か
ら
第
四

号
ま
で
に
掲
げ
る
課
程
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
一
の
課
程
（
第
四
号
に
該
当
す
る
者
に
あ
っ
て
は
、
同
表
の
上
欄
の

第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
す
べ
て
の
課
程
）
の
免
除
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
　
法
第
七
条
第
一
号
に
該
当
す
る
者
で
あ
っ
て
、
当
該
者
が
所
属
す
る
法
人
の
特
許
及
び
実
用
新
案
、
意
匠
又

は
商
標
の
い
ず
れ
か
に
関
す
る
出
願
書
類
（
工
業
所
有
権
に
関
す
る
手
続
等
の
特
例
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二

年
法
律
第
三
十
号
）
第
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
出
願
書
類
と
み
な
さ
れ
る
も
の
を
含
む
。
）
の
作
成
の
事

務
（
法
第
七
十
五
条
の
規
定
に
違
反
し
な
い
で
行
わ
れ
る
も
の
に
限
る
。
以
下
「
工
業
所
有
権
書
類
作
成
事

務
」
と
い
う
。
）
に
専
ら
三
年
以
上
従
事
し
た
者

二
　
法
第
七
条
第
一
号
に
該
当
す
る
者
で
あ
っ
て
工
業
所
有
権
書
類
作
成
事
務
に
係
る
補
助
業
務
に
専
ら
五
年
以

上
従
事
し
た
者

三
　
法
第
七
条
第
一
号
に
該
当
す
る
者
で
あ
っ
て
法
第
十
一
条
第
五
号
に
該
当
す
る
者

四
　
法
第
七
条
第
二
号
に
該
当
す
る
者

五
　
法
第
七
条
第
三
号
に
該
当
す
る
者

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
課
程
の
免
除
を
申
請
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
一
に
よ
り
作
成
し
た
実
務
修
習
の
一

部
免
除
申
請
書
に
前
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
を
証
す
る
書
類
を
添
付
し
、
経
済
産
業
大
臣
に
提
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
は
、
第
二
十
一
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
実
務
修
習
の
受
講
の
申
請
と
併
せ

て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
経
済
産
業
大
臣
は
、
第
二
項
の
申
請
書
を
受
理
し
た
と
き
は
、
こ
れ
を
審
査
し
、
免
除
の
申
請
が
な
さ
れ
た
課

程
を
修
得
し
た
者
と
同
等
以
上
の
実
務
経
験
等
を
有
し
て
い
る
者
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
申
請
を
し
た
者
に
対

し
、
当
該
申
請
に
係
る
課
程
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

５
　
経
済
産
業
大
臣
は
、
前
項
の
審
査
の
結
果
を
申
請
者
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

６
　
修
習
生
は
、
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
課
程
が
免
除
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
実
務
修
習
の
実
施
期
間
内
に
お

い
て
、
免
除
さ
れ
た
課
程
の
修
習
を
要
し
な
い
。

（
実
務
修
習
の
日
程
等
の
公
告
）

第
二
十
一
条
の
五
　
実
務
修
習
の
日
程
、
実
施
場
所
及
び
受
講
の
申
請
の
受
付
期
間
そ
の
他
実
務
修
習
の
実
施
に
関

し
必
要
な
事
項
は
、
経
済
産
業
大
臣
が
あ
ら
か
じ
め
官
報
で
公
告
す
る
。

（
受
講
の
申
請
）

第
二
十
一
条
の
六
　
実
務
修
習
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
二
に
よ
り
作
成
し
た
実
務
修
習
受
講
申
請
書
に

写
真
及
び
法
第
七
条
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
を
証
す
る
書
類
を
添
付
し
、
当
該
申
請
書
の
受
付
期
間

内
に
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
第
二
十
一
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
課
程
の
免
除
を
申
請
す
る
場
合
に
は
、
実
務
修
習
受
講
申
請
書
に
そ

の
旨
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
手
数
料
の
納
付
）

第
二
十
一
条
の
七
　
法
第
十
六
条
の
十
四
第
一
項
に
規
定
す
る
手
数
料
は
、
実
務
修
習
受
講
申
請
書
に
、
特
許
印
紙

を
は
っ
て
、
こ
れ
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
実
務
修
習
の
通
知
）

第
二
十
一
条
の
八
　
経
済
産
業
大
臣
は
、
第
二
十
一
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
実
務
修
習
の
受
講
の
申
請
が
あ

っ
た
と
き
は
、
当
該
申
請
者
に
実
務
修
習
の
日
程
及
び
実
施
場
所
を
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
第
二
十
一
条
の
四
第
五
項
の
通
知
は
、
前
項
の
通
知
と
併
せ
て
行
う
。

（
実
務
修
習
の
修
了
）

第
二
十
一
条
の
九
　
経
済
産
業
大
臣
は
、
第
二
十
一
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
す
べ
て
の
課
程
（
第
二
十
一

条
の
四
第
六
項
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
免
除
さ
れ
た
課
程
を
除
く
。
）
の
修
得
を
し
た
修
習
生
に
対
し

て
、
実
務
修
習
を
修
了
し
た
こ
と
を
証
す
る
書
面
（
以
下
「
実
務
修
習
修
了
証
」
と
い
う
。
）
を
交
付
す
る
。

（
修
了
証
の
再
交
付
）

第
二
十
一
条
の
十
　
実
務
修
習
修
了
証
の
交
付
を
受
け
た
者
は
、
実
務
修
習
修
了
証
を
破
り
、
汚
し
、
又
は
失
っ
た

と
き
は
、
経
済
産
業
大
臣
に
実
務
修
習
修
了
証
の
再
交
付
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
規
定
の
適
用
）

第
二
十
一
条
の
十
一
　
法
第
十
六
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
修
習
機
関
（
以
下
単
に
「
指
定
修
習
機
関
」
と

い
う
。
）
が
同
項
に
規
定
す
る
実
務
修
習
事
務
（
以
下
単
に
「
実
務
修
習
事
務
」
と
い
う
。
）
を
行
う
場
合
に
お
け

る
第
二
十
一
条
の
三
第
二
項
、
第
二
十
一
条
の
四
第
二
項
、
第
四
項
及
び
第
五
項
、
第
二
十
一
条
の
五
、
第
二
十

一
条
の
六
第
一
項
、
第
二
十
一
条
の
七
、
第
二
十
一
条
の
八
第
一
項
、
第
二
十
一
条
の
九
、
前
条
並
び
に
様
式
第

一
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
（
第
二
十
一
条
の
七
及
び
様
式
第
一
を
除
く
。
）
中
「
経
済
産

業
大
臣
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
修
習
機
関
」
と
、
第
二
十
一
条
の
六
第
一
項
中
「
、
様
式
第
二
に
よ
り
作
成
し
た

実
務
修
習
受
講
申
請
書
に
写
真
及
び
法
第
七
条
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
を
証
す
る
書
類
を
添
付
し
」

と
あ
る
の
は
「
、
法
第
十
六
条
の
六
第
一
項
に
規
定
す
る
修
習
事
務
規
程
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
」
と
、
第
二

十
一
条
の
七
中
「
法
第
十
六
条
の
十
四
第
一
項
に
規
定
す
る
手
数
料
は
、
実
務
修
習
受
講
申
請
書
に
、
特
許
印
紙

を
は
っ
て
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
十
六
条
の
十
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
認
可
を
受
け
た
手
数
料
は
、
修
習
事
務

規
程
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
」
と
、
様
式
第
一
中
「
経
済
産
業
大
臣
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
修
習
機
関
の
長
」

と
す
る
。

（
実
務
修
習
事
務
の
範
囲
）

第
二
十
一
条
の
十
二
　
法
第
十
六
条
の
三
第
一
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
実
務
修
習
実
施
要
領
（
実

務
修
習
の
目
標
並
び
に
そ
の
基
本
的
な
内
容
及
び
方
法
を
定
め
る
実
務
修
習
の
実
施
の
要
領
を
い
う
。
）
を
定
め

る
事
務
と
す
る
。

（
指
定
の
申
請
）

第
二
十
一
条
の
十
三
　
法
第
十
六
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
修
習
機
関
の
指
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

は
、
様
式
第
三
に
よ
り
作
成
し
た
指
定
修
習
機
関
指
定
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
、
経
済
産
業
大

臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
定
款
及
び
登
記
事
項
証
明
書
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
も
の

二
　
申
請
の
日
の
属
す
る
事
業
年
度
の
前
事
業
年
度
に
お
け
る
財
産
目
録
及
び
貸
借
対
照
表
（
申
請
の
日
の
属
す

る
事
業
年
度
に
設
立
さ
れ
た
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
設
立
時
に
お
け
る
財
産
目
録
）

三
　
申
請
の
日
の
属
す
る
事
業
年
度
に
お
け
る
事
業
計
画
書
及
び
収
支
予
算
書

四
　
申
請
に
係
る
意
思
の
決
定
を
証
す
る
書
類

五
　
役
員
の
氏
名
及
び
経
歴
を
記
載
し
た
書
類

六
　
実
務
修
習
事
務
に
従
事
す
る
職
員
の
氏
名
を
記
載
し
た
書
類

七
　
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類

八
　
実
務
修
習
事
務
を
行
お
う
と
す
る
事
務
所
ご
と
の
実
務
修
習
用
設
備
の
概
要
及
び
整
備
計
画
を
記
載
し
た

書
類

九
　
現
に
行
っ
て
い
る
業
務
の
概
要
を
記
載
し
た
書
類

十
　
実
務
修
習
事
務
の
実
施
の
方
法
に
関
す
る
計
画
を
記
載
し
た
書
類

十
一
　
実
務
修
習
の
講
師
及
び
指
導
者
の
選
任
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類

十
二
　
法
第
十
六
条
の
三
第
五
項
第
一
号
及
び
第
二
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
旨
を
誓
約
す
る
書
面

２
　
経
済
産
業
大
臣
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
指
定
の
た
め
に
必
要
な
書
類
の
提
出
を
求
め
る
こ
と

が
で
き
る
。

（
指
定
修
習
機
関
の
名
称
等
変
更
の
届
出
）

第
二
十
一
条
の
十
四
　
指
定
修
習
機
関
は
、
法
第
十
六
条
の
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
と
き

は
、
様
式
第
四
に
よ
り
作
成
し
た
指
定
修
習
機
関
名
称
等
変
更
届
出
書
を
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

（
修
習
事
務
規
程
の
記
載
事
項
）

第
二
十
一
条
の
十
五
　
法
第
十
六
条
の
六
第
二
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す

る
。

一
　
実
務
修
習
の
実
施
期
間

二
　
実
務
修
習
の
受
講
の
申
請
に
関
す
る
事
項

三
　
実
務
修
習
事
務
の
手
数
料
の
額
及
び
収
納
の
方
法
に
関
す
る
事
項
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四
　
実
務
修
習
の
日
程
の
公
示
方
法
そ
の
他
実
務
修
習
の
実
施
の
方
法
に
関
す
る
事
項

五
　
実
務
修
習
の
講
師
又
は
指
導
者
の
数
、
選
任
及
び
解
任
に
関
す
る
事
項
（
法
第
十
六
条
の
二
第
二
項
第
三
号

に
規
定
す
る
弁
理
士
と
し
て
の
経
験
年
数
に
関
す
る
事
項
を
含
む
。
）

六
　
実
務
修
習
教
材
に
関
す
る
事
項

七
　
実
務
修
習
事
務
の
一
部
委
託
に
関
す
る
事
項

八
　
実
務
修
習
修
了
証
の
発
行
に
関
す
る
事
項

九
　
実
務
修
習
事
務
に
関
す
る
秘
密
の
保
持
に
関
す
る
事
項

十
　
実
務
修
習
事
務
に
関
す
る
公
平
の
確
保
に
関
す
る
事
項

十
一
　
実
務
修
習
事
務
に
関
す
る
帳
簿
及
び
書
類
の
保
存
に
関
す
る
事
項

十
二
　
そ
の
他
実
務
修
習
事
務
に
関
し
必
要
な
事
項

（
修
習
事
務
規
程
の
認
可
の
申
請
）

第
二
十
一
条
の
十
六
　
指
定
修
習
機
関
は
、
法
第
十
六
条
の
六
第
一
項
前
段
の
規
定
に
よ
り
認
可
を
受
け
よ
う
と
す

る
と
き
は
、
様
式
第
五
に
よ
り
作
成
し
た
修
習
事
務
規
程
認
可
申
請
書
に
修
習
事
務
規
程
を
添
付
し
て
、
経
済
産

業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
指
定
修
習
機
関
は
、
法
第
十
六
条
の
六
第
一
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
修
習
事
務
規
程
の
変
更
の
認
可
を
受
け
よ

う
と
す
る
と
き
は
、
様
式
第
六
に
よ
り
作
成
し
た
修
習
事
務
規
程
変
更
認
可
申
請
書
に
変
更
後
の
修
習
事
務
規
程

を
添
付
し
て
、
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
修
習
事
務
規
程
の
認
可
の
基
準
）

第
二
十
一
条
の
十
七
　
法
第
十
六
条
の
六
第
四
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
実
務
修
習
事
務
を
適
正
か

つ
確
実
に
実
施
す
る
上
で
適
当
な
も
の
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

（
帳
簿
）

第
二
十
一
条
の
十
八
　
法
第
十
六
条
の
八
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一
　
実
務
修
習
の
実
施
期
間

二
　
実
務
修
習
の
講
義
及
び
演
習
の
実
施
場
所

三
　
実
務
修
習
の
講
師
及
び
指
導
者
の
氏
名
、
担
当
し
た
講
義
又
は
演
習
及
び
そ
の
単
位
数

四
　
修
習
生
の
受
講
番
号
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
住
所
及
び
実
務
修
習
の
受
講
状
況
（
免
除
さ
れ
た
課
程
の
記
載

を
含
む
。
）

五
　
実
務
修
習
を
修
了
し
た
者
に
あ
っ
て
は
、
前
号
に
掲
げ
る
事
項
の
ほ
か
、
実
務
修
習
修
了
証
の
交
付
の
年

月
日

２
　
法
第
十
六
条
の
八
の
帳
簿
は
、
指
定
修
習
機
関
の
主
た
る
事
務
所
に
備
え
つ
け
、
修
習
生
が
実
務
修
習
を
修
了

後
法
第
十
七
条
に
規
定
す
る
弁
理
士
登
録
簿
に
登
録
さ
れ
る
ま
で
の
期
間
と
実
務
修
習
修
了
後
十
年
間
と
の
い
ず

れ
か
長
い
期
間
、
こ
れ
を
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
前
項
の
帳
簿
は
、
書
面
又
は
電
磁
的
記
録
を
も
っ
て
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
立
入
検
査
の
身
分
証
明
書
）

第
二
十
一
条
の
十
九
　
法
第
十
六
条
の
十
第
二
項
の
証
明
書
は
、
様
式
第
七
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

（
実
務
修
習
事
務
休
廃
止
許
可
の
申
請
）

第
二
十
一
条
の
二
十
　
指
定
修
習
機
関
は
、
法
第
十
六
条
の
十
一
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る

と
き
は
、
様
式
第
八
に
よ
り
作
成
し
た
実
務
修
習
事
務
休
廃
止
許
可
申
請
書
を
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（
引
継
ぎ
）

第
二
十
一
条
の
二
十
一
　
指
定
修
習
機
関
は
、
法
第
十
六
条
の
十
三
第
三
項
に
規
定
す
る
場
合
に
は
、
次
に
掲
げ
る

事
項
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
実
務
修
習
事
務
を
経
済
産
業
大
臣
に
引
き
継
ぐ
こ
と
。

二
　
第
二
十
一
条
の
十
八
の
帳
簿
そ
の
他
実
務
修
習
事
務
の
書
類
を
経
済
産
業
大
臣
に
引
き
継
ぐ
こ
と
。

三
　
そ
の
他
経
済
産
業
大
臣
が
必
要
と
認
め
る
事
項

（
公
示
）

第
二
十
一
条
の
二
十
二
　
法
第
十
六
条
の
四
第
一
項
及
び
第
三
項
、
法
第
十
六
条
の
十
一
第
二
項
、
法
第
十
六
条
の

十
二
第
三
項
並
び
に
法
第
十
六
条
の
十
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
公
示
は
、
官
報
で
公
告
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行

う
。

（
実
務
修
習
事
務
の
実
施
に
要
す
る
費
用
の
細
目
）

第
二
十
一
条
の
二
十
三
　
弁
理
士
法
施
行
令
（
以
下
「
令
」
と
い
う
。
）
第
四
条
第
一
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め

る
事
項
は
、
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
手
数
料
の
額
を
算
出
す
る
基
礎
と
な
る
人
件
費
、
事
務
費
そ
の
他
の
経

費
、
旅
費
（
鉄
道
賃
、
船
賃
、
航
空
賃
及
び
車
賃
を
い
う
。
）
、
日
当
及
び
宿
泊
料
の
額
並
び
に
認
可
を
受
け
よ
う

と
す
る
手
数
料
の
額
の
算
出
方
法
と
す
る
。

（
雑
則
）

第
二
十
一
条
の
二
十
四
　
こ
の
省
令
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
実
務
修
習
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
経
済
産
業
大
臣

が
定
め
る
。

第
三
章
　
登
録

（
弁
理
士
登
録
簿
）

第
二
十
二
条
　
法
第
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す

る
。

一
　
住
所

二
　
事
務
所
の
名
称

三
　
資
格
取
得
の
事
由

四
　
登
録
年
月
日
及
び
登
録
番
号

２
　
日
本
弁
理
士
会
は
、
法
第
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
弁
理
士
登
録
簿
を
日
本
弁
理
士
会
の
使
用
に
係
る
電
子

計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
を
も
っ
て
調
製
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
登
録
の
申
請
）

第
二
十
三
条
　
登
録
申
請
書
は
、
日
本
弁
理
士
会
の
定
め
る
様
式
に
よ
る
。

２
　
法
第
十
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
前
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で

に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

３
　
登
録
申
請
書
に
は
、
弁
理
士
と
な
る
資
格
を
有
す
る
こ
と
を
証
す
る
書
類
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
書
類
等
を
添

付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
申
請
者
の
写
真

二
　
申
請
者
の
氏
名
、
住
所
及
び
生
年
月
日
を
証
す
る
書
類

三
　
申
請
者
が
破
産
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
て
復
権
を
得
な
い
者
で
な
い
旨
の
官
公
署
の
証
明
書

四
　
申
請
者
が
法
第
八
条
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
及
び
第
七
号
並
び
に
第
十
九
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
に
も

該
当
し
な
い
こ
と
を
誓
約
す
る
書
面

五
　
法
第
十
九
条
第
一
項
第
一
号
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
た
め
に
日
本
弁
理
士
会
が
必
要
と
認
め
る

書
類

（
法
第
二
十
五
条
第
一
項
に
該
当
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
者
に
関
す
る
届
出
手
続
）

第
二
十
三
条
の
二
　
弁
理
士
が
心
身
の
故
障
に
よ
り
弁
理
士
の
業
務
の
継
続
が
著
し
く
困
難
と
な
っ
た
と
き
は
、
そ

の
者
又
は
そ
の
法
定
代
理
人
若
し
く
は
同
居
の
親
族
は
、
日
本
弁
理
士
会
に
そ
の
旨
を
届
け
出
る
も
の
と
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
病
名
、
障
害
の
程
度
、
病
因
、
病
後
の
経
過
、
治
癒
の
見
込
み
そ
の
他
参
考
と
な

る
所
見
を
記
載
し
た
医
師
の
診
断
書
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
特
定
侵
害
訴
訟
代
理
業
務
の
付
記
）

第
二
十
四
条
　
法
第
二
十
七
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
付
記
申
請
書
は
、
日
本
弁
理
士
会
の
定
め
る
様
式
に
よ

る
。

２
　
法
第
二
十
七
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
第
二
十
二
条
第
一
項
第
四
号
の

登
録
番
号
と
す
る
。

第
四
章
　
継
続
研
修

（
継
続
研
修
）

第
二
十
五
条
　
弁
理
士
は
、
日
本
弁
理
士
会
の
指
定
す
る
四
月
一
日
を
始
期
と
す
る
五
年
間
（
以
下
「
研
修
期
間
」

と
い
う
。
）
ご
と
に
つ
き
、
日
本
弁
理
士
会
が
行
う
法
第
三
十
一
条
の
二
に
規
定
す
る
研
修
（
以
下
「
継
続
研
修
」

と
い
う
。
）
を
七
十
単
位
（
以
下
「
必
要
単
位
数
」
と
い
う
。
）
以
上
受
け
る
も
の
と
す
る
。
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２
　
前
項
の
単
位
の
計
算
方
法
に
つ
い
て
は
、
講
義
に
よ
り
行
う
研
修
一
時
間
を
一
単
位
と
す
る
こ
と
を
基
本
と
し

て
、
研
修
の
方
法
ご
と
に
日
本
弁
理
士
会
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
継
続
研
修
の
免
除
）

第
二
十
六
条
　
弁
理
士
は
、
研
修
期
間
を
通
じ
て
、
次
に
掲
げ
る
事
由
の
い
ず
れ
か
に
よ
り
弁
理
士
と
し
て
の
業
務

を
行
わ
な
い
場
合
又
は
行
わ
な
い
と
見
込
ま
れ
る
場
合
に
は
、
日
本
弁
理
士
会
会
長
（
以
下
「
会
長
」
と
い
う
。
）

に
対
し
、
当
該
研
修
期
間
の
継
続
研
修
の
免
除
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
　
負
傷
又
は
疾
病
の
た
め
に
療
養
す
る
こ
と
。

二
　
国
会
議
員
又
は
地
方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
員
で
あ
る
こ
と
。

三
　
国
又
は
地
方
公
共
団
体
に
常
時
勤
務
す
る
こ
と
。

四
　
所
得
税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
三
号
）
第
二
条
第
一
項
第
五
号
に
規
定
す
る
非
居
住
者
で
あ
る
こ

と
。

五
　
弁
理
士
と
し
て
の
業
務
を
行
わ
な
い
こ
と
が
相
当
で
あ
る
事
由
で
あ
っ
て
、
前
各
号
に
準
ず
る
も
の

２
　
弁
理
士
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
を
す
る
場
合
に
は
、
遅
滞
な
く
、
様
式
第
九
に
よ
り
作
成
し
た
継
続
研

修
の
免
除
申
請
書
に
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
由
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
を
証
す
る
書
類
を
添
付
し
て
、

会
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
会
長
は
、
前
項
の
申
請
書
を
受
理
し
た
と
き
は
、
こ
れ
を
審
査
し
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
に
理
由
が
あ

る
と
認
め
る
と
き
は
、
経
済
産
業
大
臣
の
承
認
を
経
て
、
当
該
申
請
を
し
た
弁
理
士
に
対
し
、
当
該
申
請
に
係
る

継
続
研
修
の
免
除
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４
　
会
長
は
、
前
項
の
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
経
済
産
業
大
臣
に
対
し
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請

に
対
す
る
意
見
を
付
し
て
必
要
な
書
類
を
送
付
す
る
も
の
と
す
る
。

５
　
経
済
産
業
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
に
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
第
三
項
の
承
認
を
す
る

も
の
と
す
る
。

６
　
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
を
し
た
弁
理
士
は
、
当
該
申
請
に
係
る
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
継
続
研
修
の
免
除

が
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
研
修
期
間
の
継
続
研
修
を
受
け
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

７
　
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
を
し
た
弁
理
士
は
、
同
項
各
号
の
事
由
が
消
滅
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
会
長

に
そ
の
旨
を
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
必
要
単
位
数
の
軽
減
）

第
二
十
七
条
　
弁
理
士
は
、
前
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
由
の
い
ず
れ
か
に
よ
り
弁
理
士
と
し
て
の
業
務
を
行
わ

な
い
期
間
が
研
修
期
間
の
相
当
の
部
分
に
及
ぶ
場
合
若
し
く
は
及
ぶ
と
見
込
ま
れ
る
場
合
又
は
必
要
単
位
数
の
軽

減
を
認
め
る
に
足
り
る
相
当
な
理
由
が
あ
る
場
合
に
は
、
会
長
に
対
し
、
当
該
研
修
期
間
の
継
続
研
修
に
つ
い
て

必
要
単
位
数
の
軽
減
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
弁
理
士
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
を
す
る
場
合
に
は
、
遅
滞
な
く
、
様
式
第
十
に
よ
り
作
成
し
た
継
続
研

修
の
軽
減
申
請
書
に
、
前
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
由
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
を
証
す
る
書
類
を
添
付

し
て
、
会
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
会
長
は
、
前
項
の
申
請
書
を
受
理
し
た
と
き
は
、
こ
れ
を
審
査
し
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
に
理
由
が
あ

る
と
認
め
る
と
き
は
、
別
表
に
定
め
る
基
準
に
従
い
、
経
済
産
業
大
臣
の
承
認
を
経
て
、
当
該
申
請
を
し
た
弁
理

士
に
対
し
、
当
該
申
請
に
係
る
継
続
研
修
の
必
要
単
位
数
の
軽
減
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４
　
会
長
は
、
前
項
の
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
経
済
産
業
大
臣
に
対
し
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請

に
対
す
る
意
見
を
付
し
て
必
要
な
書
類
を
送
付
す
る
も
の
と
す
る
。

５
　
経
済
産
業
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
に
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
第
三
項
の
承
認
を
す
る

も
の
と
す
る
。

６
　
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
を
し
た
弁
理
士
は
、
当
該
申
請
に
係
る
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
継
続
研
修
の
必
要

単
位
数
の
軽
減
が
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
研
修
期
間
に
お
い
て
、
軽
減
さ
れ
た
単
位
数
の
研
修
を
受
け

る
こ
と
を
要
し
な
い
。

７
　
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
を
し
た
弁
理
士
は
、
前
条
第
一
項
各
号
の
事
由
が
消
滅
し
た
と
き
は
、
速
や
か

に
、
会
長
に
そ
の
旨
を
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
実
施
計
画
の
承
認
及
び
実
施
状
況
の
報
告
）

第
二
十
八
条
　
日
本
弁
理
士
会
は
、
継
続
研
修
を
行
お
う
と
す
る
事
業
年
度
の
開
始
前
に
、
継
続
研
修
の
実
施
計
画

を
作
成
し
、
事
業
年
度
ご
と
に
あ
ら
か
じ
め
経
済
産
業
大
臣
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
経
済
産
業
大
臣
は
、
法
第
七
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
日
本
弁
理
士
会
に
対
し
、
事
業
年
度
ご
と

に
、
継
続
研
修
の
実
施
状
況
の
報
告
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。

第
五
章
　
弁
理
士
法
人

（
会
計
帳
簿
）

第
二
十
九
条
　
法
第
五
十
五
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
八
十
六
号
）
第
六
百
十

五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
弁
理
士
法
人
が
作
成
す
べ
き
会
計
帳
簿
に
つ
い
て
は
、
こ
の
条
の
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
る
。

２
　
会
計
帳
簿
は
、
書
面
又
は
電
磁
的
記
録
を
も
っ
て
作
成
及
び
保
存
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
弁
理
士
法
人
の
会
計
帳
簿
に
計
上
す
べ
き
資
産
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除

き
、
そ
の
取
得
価
額
を
付
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
取
得
価
額
を
付
す
こ
と
が
適
切
で
な
い
資
産
に
つ

い
て
は
、
事
業
年
度
の
末
日
に
お
け
る
時
価
又
は
適
正
な
価
格
を
付
す
こ
と
が
で
き
る
。

４
　
償
却
す
べ
き
資
産
に
つ
い
て
は
、
事
業
年
度
の
末
日
（
事
業
年
度
の
末
日
以
外
の
日
に
お
い
て
評
価
す
べ
き
場

合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
日
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
い
て
、
相
当
の
償
却
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

５
　
次
の
各
号
に
掲
げ
る
資
産
に
つ
い
て
は
、
事
業
年
度
の
末
日
に
お
い
て
当
該
各
号
に
定
め
る
価
格
を
付
す
べ
き

場
合
に
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
価
格
を
付
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
事
業
年
度
の
末
日
に
お
け
る
時
価
が
そ
の
時
の
取
得
原
価
よ
り
著
し
く
低
い
資
産
（
当
該
資
産
の
時
価
が
そ

の
時
の
取
得
原
価
ま
で
回
復
す
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
除
く
。
）
　
事
業
年
度
の
末
日
に
お
け
る
時
価

二
　
事
業
年
度
の
末
日
に
お
い
て
予
測
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
減
損
が
生
じ
た
資
産
又
は
減
損
損
失
を
認
識
す
べ

き
資
産
　
そ
の
時
の
取
得
原
価
か
ら
相
当
の
減
額
を
し
た
額

６
　
取
立
不
能
の
お
そ
れ
の
あ
る
債
権
に
つ
い
て
は
、
事
業
年
度
の
末
日
に
お
い
て
そ
の
時
に
取
り
立
て
る
こ
と
が

で
き
な
い
と
見
込
ま
れ
る
額
を
控
除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

７
　
弁
理
士
法
人
の
会
計
帳
簿
に
計
上
す
べ
き
負
債
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除

き
、
債
務
額
を
付
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
債
務
額
を
付
す
こ
と
が
適
切
で
な
い
負
債
に
つ
い
て
は
、

時
価
又
は
適
正
な
価
格
を
付
す
こ
と
が
で
き
る
。

８
　
の
れ
ん
は
、
有
償
で
譲
り
受
け
、
又
は
合
併
に
よ
り
取
得
し
た
場
合
に
限
り
、
資
産
又
は
負
債
と
し
て
計
上
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

９
　
前
各
項
の
用
語
の
解
釈
及
び
規
定
の
適
用
に
関
し
て
は
、
一
般
に
公
正
妥
当
と
認
め
ら
れ
る
会
計
の
基
準
そ
の

他
の
会
計
の
慣
行
を
斟
酌
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
貸
借
対
照
表
）

第
三
十
条
　
法
第
五
十
五
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
六
百
十
七
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ

り
作
成
す
べ
き
貸
借
対
照
表
に
つ
い
て
は
、
こ
の
条
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

２
　
貸
借
対
照
表
に
係
る
事
項
の
金
額
は
、
一
円
単
位
、
千
円
単
位
又
は
百
万
円
単
位
を
も
っ
て
表
示
す
る
も
の
と

す
る
。

３
　
貸
借
対
照
表
は
、
日
本
語
を
も
っ
て
表
示
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
他
の
言
語
を
も
っ
て
表
示
す
る

こ
と
が
不
当
で
な
い
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

４
　
法
第
五
十
五
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
六
百
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
作
成
す
べ
き
貸
借

対
照
表
は
、
成
立
の
日
に
お
け
る
会
計
帳
簿
に
基
づ
き
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５
　
法
第
五
十
五
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
六
百
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
作
成
す
べ
き
各
事

業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
は
、
当
該
事
業
年
度
に
係
る
会
計
帳
簿
に
基
づ
き
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６
　
各
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
の
作
成
に
係
る
期
間
は
、
当
該
事
業
年
度
の
前
事
業
年
度
の
末
日
の
翌
日

（
当
該
事
業
年
度
の
前
事
業
年
度
が
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
成
立
の
日
）
か
ら
当
該
事
業
年
度
の
末
日
ま
で
の

期
間
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
期
間
は
、
一
年
（
事
業
年
度
の
末
日
を
変
更
す
る
場
合
に
お
け
る
変

更
後
の

初
の
事
業
年
度
に
つ
い
て
は
、
一
年
六
月
）
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

７
　
貸
借
対
照
表
は
、
次
に
掲
げ
る
部
に
区
分
し
て
表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
資
産

二
　
負
債
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三
　
純
資
産

８
　
前
項
各
号
に
掲
げ
る
部
は
、
適
当
な
項
目
に
細
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
各
項
目

に
つ
い
て
は
、
資
産
、
負
債
又
は
純
資
産
を
示
す
適
当
な
名
称
を
付
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

９
　
前
各
項
の
用
語
の
解
釈
及
び
規
定
の
適
用
に
関
し
て
は
、
一
般
に
公
正
妥
当
と
認
め
ら
れ
る
会
計
の
基
準
そ
の

他
の
会
計
の
慣
行
を
斟
酌
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
表
示
す
る
方
法
）

第
三
十
一
条
　
法
第
五
十
五
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
六
百
十
八
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
経

済
産
業
省
令
で
定
め
る
方
法
は
、
法
第
五
十
五
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
六
百
十
八
条
第
一
項
第

二
号
の
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
紙
面
又
は
映
像
面
に
表
示
す
る
方
法
と
す
る
。

（
財
産
目
録
）

第
三
十
二
条
　
法
第
五
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
六
百
五
十
八
条
第
一
項
又
は
第
六
百
六
十
九

条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
作
成
す
べ
き
財
産
目
録
に
つ
い
て
は
、
こ
の
条
の
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
る
。

２
　
前
項
の
財
産
目
録
に
計
上
す
べ
き
財
産
に
つ
い
て
は
、
そ
の
処
分
価
格
を
付
す
こ
と
が
困
難
な
場
合
を
除
き
、

法
第
五
十
二
条
第
一
項
各
号
又
は
第
二
項
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
日
に
お
け
る
処
分
価
格
を

付
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
弁
理
士
法
人
の
会
計
帳
簿
に
つ
い
て
は
、
財
産
目
録
に
付
さ

れ
た
価
格
を
取
得
価
額
と
み
な
す
。

３
　
第
一
項
の
財
産
目
録
は
、
次
に
掲
げ
る
部
に
区
分
し
て
表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
部
は
、
そ
の
内
容
を
示
す
適
当
な
名
称
を
付
し
た
項
目
に
細
分
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

一
　
資
産

二
　
負
債

三
　
正
味
資
産

（
清
算
開
始
時
の
貸
借
対
照
表
）

第
三
十
三
条
　
法
第
五
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
六
百
五
十
八
条
第
一
項
又
は
第
六
百
六
十
九

条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
作
成
す
べ
き
貸
借
対
照
表
に
つ
い
て
は
、
こ
の
条
の
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。

２
　
前
項
の
貸
借
対
照
表
は
、
財
産
目
録
に
基
づ
き
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
第
一
項
の
貸
借
対
照
表
は
、
次
に
掲
げ
る
部
に
区
分
し
て
表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
部
は
、
そ
の
内
容
を
示
す
適
当
な
名
称
を
付
し
た
項
目
に
細
分
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

一
　
資
産

二
　
負
債

三
　
純
資
産

４
　
処
分
価
格
を
付
す
こ
と
が
困
難
な
資
産
が
あ
る
場
合
に
は
、
第
一
項
の
貸
借
対
照
表
に
は
、
当
該
資
産
に
係
る

財
産
評
価
の
方
針
を
注
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
章
　
情
報
の
公
表

（
公
表
事
項
）

第
三
十
四
条
　
法
第
七
十
七
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と

す
る
。

一
　
弁
理
士
の
氏
名

二
　
事
務
所
の
所
在
地
の
都
道
府
県
名
及
び
市
区
町
村
名
並
び
に
当
該
事
務
所
の
名
称

三
　
資
格
取
得
の
事
由

四
　
法
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
弁
理
士
登
録
簿
に
登
録
を
受
け
た
登
録
年
月
日
及
び
登
録
番
号
で
あ
っ

て
、

新
の
も
の

五
　
弁
理
士
登
録
簿
の
通
算
登
録
期
間

六
　
法
第
二
十
七
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
侵
害
訴
訟
代
理
業
務
の
付
記
を
受
け
た
年
月
日
で
あ
っ

て
、

新
の
も
の

七
　
弁
理
士
が
取
り
扱
う
主
要
な
分
野
に
関
す
る
事
項

八
　
継
続
研
修
の
受
講
状
況

九
　
法
第
三
十
二
条
第
一
号
に
掲
げ
る
処
分
に
関
す
る
事
項
（
当
該
処
分
を
受
け
た
弁
理
士
で
あ
っ
て
、
処
分
の

日
か
ら
一
年
を
経
過
し
て
い
な
い
も
の
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）

十
　
法
第
三
十
二
条
第
二
号
に
掲
げ
る
処
分
に
関
す
る
事
項
（
当
該
処
分
を
受
け
た
弁
理
士
で
あ
っ
て
、
処
分
の

期
間
終
了
の
日
か
ら
一
年
を
経
過
し
て
い
な
い
も
の
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）

第
三
十
五
条
　
法
第
七
十
七
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
公
表
の
方
法
は
、
前
条
各
号
に

掲
げ
る
事
項
を
、
日
本
弁
理
士
会
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
適
切
な
手
段
に
よ
り
一
般
に
公
表
す
る
方

法
と
す
る
。

２
　
前
項
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
に
よ
る
公
表
は
、
弁
理
士
に
事
務
を
依
頼
し
よ
う
と
す
る
者
が
弁
理
士
の
選

択
に
必
要
な
情
報
を
容
易
に
抽
出
し
、
適
切
に
比
較
し
た
上
で
弁
理
士
を
選
択
す
る
こ
と
を
支
援
す
る
た
め
、
弁

理
士
に
関
す
る
情
報
を
容
易
に
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
る
機
能
を
有
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
方
法
に

よ
る
も
の
と
す
る
。

第
七
章
　
業
務
の
制
限
の
解
除

（
登
録
又
は
登
録
の
抹
消
若
し
く
は
回
復
の
申
請
）

第
三
十
六
条
　
令
第
七
条
第
九
号
に
規
定
す
る
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
手
続
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一
　
特
許
権
、
実
用
新
案
権
、
意
匠
権
若
し
く
は
商
標
権
又
は
こ
れ
ら
の
権
利
に
つ
い
て
の
質
権
に
関
す
る
登
録

又
は
登
録
の
抹
消
若
し
く
は
回
復
の
申
請

二
　
特
許
権
、
実
用
新
案
権
若
し
く
は
意
匠
権
に
つ
い
て
の
専
用
実
施
権
又
は
こ
れ
ら
の
権
利
に
つ
い
て
の
質
権

に
関
す
る
登
録
又
は
登
録
の
抹
消
若
し
く
は
回
復
の
申
請

三
　
商
標
権
に
つ
い
て
の
専
用
使
用
権
若
し
く
は
商
標
権
若
し
く
は
専
用
使
用
権
に
つ
い
て
の
通
常
使
用
権
又
は

こ
れ
ら
の
権
利
に
つ
い
て
の
質
権
に
関
す
る
登
録
又
は
登
録
の
抹
消
若
し
く
は
回
復
の
申
請

四
　
特
許
登
録
令
（
昭
和
三
十
五
年
政
令
第
三
十
九
号
）
第
三
十
条
（
実
用
新
案
登
録
令
（
昭
和
三
十
五
年
政
令

第
四
十
号
）
第
七
条
、
意
匠
登
録
令
（
昭
和
三
十
五
年
政
令
第
四
十
一
号
）
第
七
条
及
び
商
標
登
録
令
（
昭
和

三
十
五
年
政
令
第
四
十
二
号
）
第
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
書
面
の
提
出
又
は
特
許
登
録
令
第
三
十
条
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
期

間
の
延
長
の
請
求

五
　
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
登
録
の
申
請
の
補
正

（
特
許
証
等
の
再
交
付
の
請
求
）

第
三
十
七
条
　
令
第
七
条
第
十
号
に
規
定
す
る
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
手
続
は
、
特
許
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十

五
年
通
商
産
業
省
令
第
十
号
）
第
六
十
七
条
（
実
用
新
案
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
通
商
産
業
省
令
第
十
一

号
）
第
二
十
三
条
第
十
一
項
、
意
匠
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
通
商
産
業
省
令
第
十
二
号
）
第
十
九
条
第
九

項
及
び
商
標
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
通
商
産
業
省
令
第
十
三
号
）
第
二
十
二
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
再
交
付
の
請
求
と
す
る
。

（
ぶ
ど
う
酒
又
は
蒸
留
酒
の
産
地
の
指
定
の
申
請
）

第
三
十
八
条
　
令
第
七
条
第
十
一
号
に
規
定
す
る
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
手
続
は
、
商
標
法
施
行
規
則
第
一
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
書
の
提
出
と
す
る
。

附
　
則

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
三
年
一
月
六
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
章
の
規
定
は
、
平
成
十
四
年
一

月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
弁
理
士
試
験
規
則
等
の
廃
止
及
び
経
過
措
置
）

第
二
条
　
弁
理
士
試
験
規
則
（
昭
和
十
三
年
商
工
省
令
第
二
十
七
号
。
以
下
「
旧
試
験
規
則
」
と
い
う
。
）
及
び
弁

理
士
法
第
二
条
第
一
項
第
一
号
に
定
め
る
外
国
の
国
籍
を
有
す
る
者
に
関
す
る
省
令
（
平
成
六
年
通
商
産
業
省
令

第
九
十
六
号
）
は
、
廃
止
す
る
。
た
だ
し
、
旧
試
験
規
則
の
規
定
（
第
一
条
第
二
項
及
び
第
三
条
を
除
く
。
）
は
、

平
成
十
三
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
旧
試
験
規
則

第
一
条
第
一
項
中
「
弁
理
士
試
験
ヲ
受
ケ
ン
ト
ス
ル
者
ハ
予
備
試
験
及
本
試
験
ニ
付
各
別
ニ
」
と
あ
る
の
は
、
「
弁
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理
士
試
験
ヲ
受
ケ
ン
ト
ス
ル
者
ハ
」
と
、
旧
試
験
規
則
第
二
条
及
び
第
四
条
か
ら
第
六
条
ま
で
の
規
定
中
「
本
試

験
」
と
あ
る
の
は
、
「
弁
理
士
試
験
」
と
す
る
。

（
弁
理
士
の
資
質
の
向
上
を
図
る
た
め
の
研
修
）

第
三
条
　
法
附
則
第
六
条
に
規
定
す
る
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
者
は
、
改
正
前
の
弁
理
士
法
（
大
正
十
年
法
律
第

百
号
。
以
下
「
旧
法
」
と
い
う
。
）
第
三
条
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
っ
て
、
旧
法
第
六
条
第
二
項

又
は
法
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
受
け
た
も
の
と
す
る
。

２
　
法
附
則
第
六
条
の
規
定
に
よ
り
日
本
弁
理
士
会
が
行
う
研
修
の
科
目
は
、
著
作
権
法
、
不
正
競
争
防
止
法
そ
の

他
の
法
第
四
条
第
二
項
及
び
第
三
項
に
規
定
す
る
業
務
に
関
し
必
要
な
事
項
と
す
る
。

３
　
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
ま
で
に
、
法
附
則
第
六
条
の
規
定
に
よ
り
日
本
弁
理
士
会

が
行
う
研
修
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
法
附
則
第
六
条
第
一
号
に
該
当
す
る
者
　
法
施
行
の
日
か
ら
二
年
を
経
過
す
る
日

二
　
法
附
則
第
六
条
第
二
号
に
該
当
す
る
者
　
法
施
行
の
日
か
ら
二
年
を
経
過
す
る
日
又
は
法
第
十
七
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
登
録
を
受
け
た
日
か
ら
一
年
を
経
過
す
る
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日

４
　
日
本
弁
理
士
会
は
、
法
施
行
後
遅
滞
な
く
、
法
附
則
第
六
条
の
規
定
に
よ
り
同
会
が
行
う
研
修
の
実
施
計
画
を

作
成
し
、
経
済
産
業
大
臣
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附
　
則
　
（
平
成
一
三
年
一
二
月
一
七
日
経
済
産
業
省
令
第
二
二
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
四
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
四
年
一
二
月
一
九
日
経
済
産
業
省
令
第
一
二
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
五
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
六
年
三
月
二
日
経
済
産
業
省
令
第
二
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
特
許
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
の
日
（
平
成
十
六
年
四
月
一
日
）
か

ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
十
二
条
の
改
正
規
定
は
、
電
気
通
信
事
業
法
及
び
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
等
に
関

す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
二
十
五
号
）
附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定

の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
八
年
四
月
二
八
日
経
済
産
業
省
令
第
六
三
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
会
社
法
の
施
行
の
日
（
平
成
十
八
年
五
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
八
年
一
二
月
二
八
日
経
済
産
業
省
令
第
一
二
〇
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
九
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
司
法
試
験
法
及
び
裁
判
所
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
司
法
試
験
法
（
昭
和

二
十
四
年
法
律
第
百
四
十
号
）
の
規
定
に
よ
る
司
法
試
験
の
第
二
次
試
験
又
は
司
法
試
験
法
及
び
裁
判
所
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
行
わ
れ
る
司
法
試
験
の
第
二
次
試
験
を
受
け
当
該
試
験

に
合
格
し
た
者
に
係
る
弁
理
士
試
験
の
論
文
式
に
よ
る
試
験
の
一
部
免
除
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
九
年
三
月
二
六
日
経
済
産
業
省
令
第
一
四
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
改
正
法
の
施
行
の
日
（
平
成
十
九
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
九
年
一
二
月
二
一
日
経
済
産
業
省
令
第
七
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
四
条
の
改
正
規
定
（
「
第
六
十
八
条
の

二
」
を
「
第
百
四
条
」
に
改
め
る
部
分
に
限
る
。
）
は
、
学
校
教
育
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日

（
平
成
十
九
年
十
二
月
二
十
六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
〇
年
三
月
一
九
日
経
済
産
業
省
令
第
一
四
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
条
の
改
正
規
定
及
び
附
則
第
四

条
の
規
定
は
、
平
成
二
十
一
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
継
続
研
修
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
弁
理
士
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
第
二
十
五
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
日
本
弁
理
士
会
が
指
定
す
る
研
修
期
間
が
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
期
間
で
あ
る
者
は
、
日
本

弁
理
士
会
が
行
う
弁
理
士
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
三
十
一
条
の
二
に
規
定
す
る
研
修
（
以
下
「
継
続
研

修
」
と
い
う
。
）
を
当
該
研
修
期
間
前
に
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
単
位
以
上
受
け
る
も
の
と
す
る
。
た

だ
し
、
新
た
に
弁
理
士
の
登
録
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
は
こ
の
限
り
で
な
い
。

研
修
期
間

単
位
数

平
成
二
十
一
年
度
か
ら
平
成
二
十
五
年
度
ま
で

十
四
単
位

平
成
二
十
二
年
度
か
ら
平
成
二
十
六
年
度
ま
で

二
十
八
単
位

平
成
二
十
三
年
度
か
ら
平
成
二
十
七
年
度
ま
で

四
十
二
単
位

平
成
二
十
四
年
度
か
ら
平
成
二
十
八
年
度
ま
で

五
十
六
単
位

２
　
平
成
二
十
年
度
に
行
う
継
続
研
修
に
つ
い
て
は
、
新
規
則
第
二
十
八
条
第
一
項
中
「
事
業
年
度
の
開
始
前
に
」

と
あ
る
の
は
「
事
業
年
度
の
開
始
後
、
遅
滞
な
く
」
と
、
「
事
業
年
度
ご
と
に
あ
ら
か
じ
め
経
済
産
業
大
臣
」
と

あ
る
の
は
「
経
済
産
業
大
臣
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
弁
理
士
の
情
報
公
表
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条
　
法
第
七
十
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
公
表
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て

六
月
間
は
、
新
規
則
第
三
十
四
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
条
に
掲
げ
る
事
項
の
う
ち
、
同
条
第
一
号
か
ら
第

六
号
ま
で
、
第
九
号
及
び
第
十
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

（
弁
理
士
試
験
の
論
文
式
試
験
の
免
除
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
条
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
弁
理
士
法
施
行
規
則
（
以
下
「
旧
規
則
」
と
い
う
。
）
第
三
条
に
規
定
す
る

科
目
に
つ
い
て
法
第
十
一
条
第
三
号
に
該
当
す
る
者
は
、
新
規
則
第
三
条
に
規
定
す
る
科
目
に
つ
い
て
法
第
十
一

条
第
三
号
に
該
当
す
る
者
と
み
な
し
、
そ
の
申
請
に
よ
り
、
当
該
者
が
受
験
し
た
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
旧
規

則
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
試
験
の
科
目
の
区
分
に
応
じ
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
科
目
に
つ
い
て
行
う
新
規
則
第

三
条
の
規
定
に
よ
る
試
験
を
免
除
す
る
。

旧
試
験
科
目

新
試
験
科
目

地
球
工
学

理
工
Ⅰ
（
工
学
）

機
械
工
学

理
工
Ⅰ
（
工
学
）

物
理
工
学

理
工
Ⅱ
（
数
学
・
物
理
）

情
報
通
信
工
学

理
工
Ⅴ
（
情
報
）

応
用
化
学

理
工
Ⅲ
（
化
学
）

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

理
工
Ⅳ
（
生
物
）

弁
理
士
の
業
務
に
関
す
る
法
律

法
律
（
弁
理
士
の
業
務
に
関
す
る
法
律
）

附
　
則
　
（
平
成
二
〇
年
九
月
九
日
経
済
産
業
省
令
第
六
四
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
六
条
の
改
正
規
定
及
び
附
則
第
二

条
の
規
定
は
、
平
成
二
十
一
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
弁
理
士
試
験
の
論
文
式
試
験
の
免
除
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
弁
理
士
法
施
行
規
則
第
六
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
、
弁
理
士
法
施
行
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
十
年
経
済
産
業
省
令
第
十
四
号
。
以
下
「
改
正
省
令
」
と
い
う
。
）
に
よ
る

改
正
前
の
弁
理
士
法
施
行
規
則
（
以
下
「
旧
規
則
」
と
い
う
。
）
第
三
条
に
規
定
す
る
科
目
に
つ
い
て
弁
理
士
法

（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
十
一
条
第
六
号
に
該
当
す
る
者
は
、
改
正
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
弁
理
士
法
施
行
規

則
（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
第
三
条
に
規
定
す
る
科
目
に
つ
い
て
法
第
十
一
条
第
六
号
に
該
当
す
る
者
と

み
な
し
、
そ
の
申
請
に
よ
り
、
当
該
者
が
免
除
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
旧
規
則
第
三
条

の
規
定
に
よ
る
試
験
の
科
目
の
区
分
に
応
じ
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
科
目
に
つ
い
て
行
う
新
規
則
第
三
条
の
規

定
に
よ
る
試
験
を
免
除
す
る
。
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旧
試
験
科
目

新
試
験
科
目

地
球
工
学

理
工
Ⅰ
（
工
学
）

機
械
工
学

理
工
Ⅰ
（
工
学
）

物
理
工
学

理
工
Ⅱ
（
数
学
・
物
理
）

情
報
通
信
工
学

理
工
Ⅴ
（
情
報
）

応
用
化
学

理
工
Ⅲ
（
化
学
）

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

理
工
Ⅳ
（
生
物
）

弁
理
士
の
業
務
に
関
す
る
法
律

法
律
（
弁
理
士
の
業
務
に
関
す
る
法
律
）

附
　
則
　
（
平
成
二
〇
年
一
二
月
一
日
経
済
産
業
省
令
第
八
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
年
十
二
月
一

日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
三
年
一
二
月
二
八
日
経
済
産
業
省
令
第
七
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
特
許
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
六
十
三
号
。
以
下
「
改
正

法
」
と
い
う
。
）
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
。
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
六
年
一
二
月
二
六
日
経
済
産
業
省
令
第
六
九
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
八
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
弁
理
士
試
験
の
論
文
式
試
験
の
免
除
に
関
す
る
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
弁
理
士
法
施
行
規
則
（
以
下
「
旧
規
則
」
と
い
う
。
）
第
三
条
に
規
定
す
る
科
目

に
つ
い
て
弁
理
士
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
十
一
条
第
三
号
又
は
第
六
号
に
該
当
す
る
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ

こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
弁
理
士
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
第
三
条
に
規
定
す
る
科
目
に

つ
い
て
法
第
十
一
条
第
三
号
又
は
第
六
号
に
該
当
す
る
者
と
み
な
し
、
そ
の
申
請
に
よ
り
、
当
該
者
が
免
除
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
旧
規
則
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
試
験
の
科
目
の
区
分
に
応
じ
、
同
表

の
下
欄
に
掲
げ
る
科
目
に
つ
い
て
行
う
新
規
則
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
試
験
を
免
除
す
る
。

旧
試
験
科
目

新
試
験
科
目

理
工
Ⅰ
（
工
学
）

理
工
Ⅰ
（
機
械
・
応
用
力
学
）

理
工
Ⅱ
（
数
学
・
物
理
）

理
工
Ⅱ
（
数
学
・
物
理
）

理
工
Ⅲ
（
化
学
）

理
工
Ⅲ
（
化
学
）

理
工
Ⅳ
（
生
物
）

理
工
Ⅳ
（
生
物
）

理
工
Ⅴ
（
情
報
）

理
工
Ⅴ
（
情
報
）

法
律
（
弁
理
士
の
業
務
に
関
す
る
法
律
）

法
律
（
弁
理
士
の
業
務
に
関
す
る
法
律
）

附
　
則
　
（
平
成
二
七
年
二
月
二
〇
日
経
済
産
業
省
令
第
六
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
特
許
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
）
か
ら
施

行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
七
年
二
月
二
〇
日
経
済
産
業
省
令
第
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
意
匠
の
国
際
登
録
に
関
す
る
ハ
ー
グ
協
定
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
改
正
協
定
が
日
本
国
に
つ
い
て
効
力

を
生
ず
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
八
年
三
月
二
五
日
経
済
産
業
省
令
第
三
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
特
許
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す

る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
八
年
一
二
月
二
八
日
経
済
産
業
省
令
第
一
一
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
九
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
九
年
九
月
二
九
日
経
済
産
業
省
令
第
七
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
九
年
一
一
月
二
七
日
経
済
産
業
省
令
第
八
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
五
月
七
日
経
済
産
業
省
令
第
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
一
二
月
一
三
日
経
済
産
業
省
令
第
四
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
成
年
被
後
見
人
等
の
権
利
の
制
限
に
係
る
措
置
の
適
正
化
等
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備

に
関
す
る
法
律
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
令
和
元
年
十
二
月
十
四
日
）
か
ら
施
行
す

る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
一
二
月
二
八
日
経
済
産
業
省
令
第
九
二
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い

う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
（
第
九
十
二
条
に
よ
る
改
正
前
の
電
気
事
業
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等

の
法
律
の
施
行
に
伴
う
経
過
措
置
に
関
す
る
省
令
様
式
第
十
三
を
除
く
。
）
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様

式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
（
第
九
十
二
条
に
よ
る
改
正
前
の
電
気
事
業
法
等
の
一

部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
の
施
行
に
伴
う
経
過
措
置
に
関
す
る
省
令
様
式
第
十
三
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
当

分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
四
年
三
月
一
五
日
経
済
産
業
省
令
第
一
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
特
許
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
四
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
五
年
六
月
九
日
経
済
産
業
省
令
第
三
二
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
令
和
五
年
六
月
九
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
の
規
定
に
よ
る
写
真
の
提
出
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に

か
か
わ
ら
ず
、
当
分
の
間
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
に
よ
る
受
験
願
書
、
申
請
書
そ
の
他
の
文

書
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
様
式
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
分
の
間
、
な
お
こ
れ
を
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

別
表
（
第
二
十
七
条
第
三
項
関
係
）

第
二
十
六
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
由
に
よ
り
業
務
を
行
わ
な
い
期
間

軽
減
さ
れ
る
単
位
数

一
研
修
期
間
の
十
分
の
一
以
上
五
分
の
一
未
満
の
期
間

七
単
位

一
研
修
期
間
の
五
分
の
一
以
上
十
分
の
三
未
満
の
期
間

十
四
単
位

一
研
修
期
間
の
十
分
の
三
以
上
五
分
の
二
未
満
の
期
間

二
十
一
単
位

一
研
修
期
間
の
五
分
の
二
以
上
二
分
の
一
未
満
の
期
間

二
十
八
単
位

一
研
修
期
間
の
二
分
の
一
以
上
五
分
の
三
未
満
の
期
間

三
十
五
単
位

一
研
修
期
間
の
五
分
の
三
以
上
十
分
の
七
未
満
の
期
間

四
十
二
単
位

一
研
修
期
間
の
十
分
の
七
以
上
五
分
の
四
未
満
の
期
間

四
十
九
単
位

一
研
修
期
間
の
五
分
の
四
以
上
十
分
の
九
未
満
の
期
間

五
十
六
単
位

一
研
修
期
間
の
十
分
の
九
以
上
の
期
間

六
十
三
単
位
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様
式
第
１
（
第
２
１
条
の
４
第
２
項
関
係
）

様式第1（第21条の4第2項関係）（平20経産令64・追加、令元経産令1・令2経産令92・一部改正） 実務修習の一部免除申請書 令和年月日 経済産業大臣殿 氏名 生年月日年月日生 住所 弁理士法施行規則第21条の4第2項の規定に基づき、下記のとおり課程の免除を申請します。 記 1免除の対象となる課程（第21条の2第1項第号） 2免除申請の理由（第21条の4第1項第号：（年）） 3添付書類 〔備考〕 1この申請書は、経済産業大臣に提出すること。 2「1免除の対象となる課程」の欄には、該当する号番号を記載する。 3「2免除申請の理由」の欄には、該当する号番号を記載し、第1号又は第2号に該当する場合は、「特許事務所における商標の出願の補助業務の経験」等具体的内容及び工業所有権書類作成事務に専ら従事した期間を記載する。 4「3添付書類」について、 第21条の4第1項第1号又は第2号に該当する場合は、申請者の所属した組織における責任者が発行する「職歴を証明する書類」を添付する。 同項第3号から第5号までのいずれかに該当する場合は、その旨を証する書類を添付する。ただし、第21条の6第1項の実務修習受講申請書に当該書類を添付したときは、これを援用することができる。  
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様式第3（第21条の13第1項関係）（平20経産令64・追加、令元経産令1・令2経産令92・一部改正） 指定修習機関指定申請書 令和年月日 経済産業大臣殿 申請機関 代表者 弁理士法施行規則第21条の13第1項の規定に基づき、下記のとおり指定修習機関の指定を申請します。 記 1名称及び住所並びに代表者の氏名 2実務修習事務を行おうとする事務所の所在地 3実務修習事務を開始しようとする年月日 4添付書類 〔備考〕 1この申請書は、経済産業大臣に提出すること。 2この申請書には、以下の書類を添付すること。 定款若しくは寄附行為及び登記事項証明書又はこれらに準ずるもの 申請の日の属する事業年度の前事業年度における財産目録及び貸借対照表（申請の日の属する事業年度に設立された法人にあっては、その設立時における財産目録） 申請の日の属する事業年度及び翌事業年度における事業計画書及び収支予算書 申請に係る意思の決定を証する書類 役員の氏名及び経歴を記載した書類 実務修習事務に従事する職員の氏名を記載した書類 組織及び運営に関する事項を記載した書類 実務修習事務を行おうとする事務所ごとの実務修習用設備の概要及び整備計画を記載した書類 現に行っている業務の概要を記載した書類 実務修習事務の実施の方法に関する計画を記載した書類 実務修習の講師及び指導者の選任に関する事項を記載した書類 弁理士法第16条の3第5項第1号及び第2号のいずれにも該当しない旨を誓約する書面  
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様式第4（第21条の14関係）（平20経産令64・追加、令元経産令1・令2経産令92・一部改正） 指定修習機関名称等変更届出書 令和年月日 経済産業大臣殿 指定修習機関 代表者 弁理士法施行規則第21条の14の規定に基づき、下記のとおり指定修習機関の名称若しくは住所又は実務修習事務を行う事務所の所在地の変更を届け出ます。 記 1変更後の指定修習機関の名称若しくは住所又は実務修習事務を行う事務所の所在地 2変更しようとする年月日 3変更の理由 〔備考〕 この申請書は、経済産業大臣に提出すること。  
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様式第5（第21条の16第1項関係）（平20経産令64・追加、令元経産令1・令2経産令92・一部改正） 修習事務規程認可申請書 令和年月日 経済産業大臣殿 指定修習機関 代表者 弁理士法施行規則第21条の16第1項の規定に基づき、別添のとおり修習事務規程の認可を申請します。 〔備考〕 1この申請書は、経済産業大臣に提出すること。 2この申請書には、修習事務規程を添付すること。  
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様式第6（第21条の16第2項関係）（平20経産令64・追加、令元経産令1・令2経産令92・一部改正） 修習事務規程変更認可申請書 令和年月日 経済産業大臣殿 指定修習機関 代表者 弁理士法施行規則第21条の16第2項の規定に基づき、下記のとおり修習事務規程の変更の認可を申請します。 記 1変更しようとする事項 2変更しようとする年月日 3変更の理由 4添付書類 〔備考〕 1この申請書は、経済産業大臣に提出すること。 2この申請書には、変更後の修習事務規程を添付すること。  
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様式第7（第21条の19関係）（平20経産令64・追加） （表） 弁理士法第16条の10の規定による立入検査証 職名 氏名 年月日生 写真（押出スタンプ割印） 年月日発行 経済産業大臣 （裏） 弁理士法抜すい 第16条の10経済産業大臣は、実務修習事務の適正かつ確実な実施を確保す るため必要があると認めるときは、指定修習機関に対し、実務修習事務の 状況に関し報告若しくは資料の提出を求め、又は当該職員に指定修習機関 の事務所に立ち入り、実務修習事務の状況若しくは帳簿その他の物件を検 査させることができる。 2前項の規定により立入検査をしようとする職員は、その身分を示す証明 書を携帯し、関係人の請求があったときは、これを提示しなければならな い。 3第1項の規定による立入検査の権限は、犯罪捜査のために認められたも のと解してはならない。 第81条の3次の各号のいずれかに該当するときは、その違反行為をした指 定修習機関の役員又は職員は、30万円以下の罰金に処する。 一第16条の8の規定に違反して帳簿を備え置かず、帳簿に記載せず、若 しくは帳簿に虚偽の記載をし、又は帳簿を保存しなかったとき。 二第16条の10第1項の規定による報告若しくは資料の提出をせず、若し くは虚偽の報告若しくは資料の提出をし、又は同項の規定による立入検 査を拒み、妨げ、若しくは忌避したとき。 三第16条の11第1項の許可を受けないで、実務修習事務の全部を廃止し たとき。  

様
式
第
８
（
第
２
１
条
の
２
０
関
係
）

様式第8（第21条の20関係）（平20経産令64・追加、令元経産令1・令2経産令92・一部改正） 実務修習事務休廃止許可申請書 令和年月日 経済産業大臣殿 指定修習機関 代表者 弁理士法施行規則第21条の20の規定に基づき、下記のとおり実務修習事務の休廃止の許可を申請します。 記 1休止し、又は廃止しようとする実務修習事務の範囲 2休止し、又は廃止しようとする年月日及び休止しようとする場合にあっては、その期間 3休止又は廃止の理由 〔備考〕 この申請書は、経済産業大臣に提出すること。  

12



様
式
第
９
（
第
２
６
条
第
２
項
関
係
）

様式第9（第26条第2項関係）（平20経産令14・追加、平20経産令64・旧様式第1繰下・一部改正、令元経産令1・令2経産令92・一部改正） 継続研修の免除申請書 令和年月日 日本弁理士会会長殿 住所 氏名 弁理士法施行規則第26条第2項の規定に基づき、日本弁理士会が行う継続研修の免除を申請します。 記 1免除を受けようとする研修期間 2免除を申請する理由（号該当） 3添付書類 〔備考〕 1「免除を申請する理由」の欄には、（）内に第26条第1項各号のいずれかに該当する「号」を記載し、その理由を具体的に記載すること。 2「添付書類」の欄には、第26条第1項各号のいずれかに該当する事由を証する資料の名称を記載すること。  
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様式第10（第27条第2項関係）（平20経産令14・追加、平20経産令64・旧様式第2繰下・一部改正、令元経産令1・令2経産令92・一部改正） 継続研修の軽減申請書 令和年月日 日本弁理士会会長殿 住所 氏名 弁理士法施行規則第27条第2項の規定に基づき、日本弁理士会が行う継続研修について、必要単位数の軽減を申請します。 記 1軽減を受けようとする研修期間 2軽減を申請する理由（号該当） 3当該研修期間における弁理士としての業務を行わない期間 4添付書類 〔備考〕 1「軽減を申請する理由」の欄には、（）内に第26条第1項各号のいずれかに該当する「号」を記載し、その理由を具体的に記載すること。 2「添付書類」の欄には、第26条第1項各号のいずれかに該当する事由を証する資料の名称を記載すること。  
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